
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































美濃国中山道を例とした旅行者の保護政策 （ 9 ）
行者の希望であった。宿村継の費用は、当面
宿村負担になる。こうした場合に利用される
駕籠を合力駕籠と称した。
　文化８年（１８１１）閏２月８日、赤坂宿
役人は前々日の６日に「宿々御合力駕籠」で
到着した美濃国郡上郡ため谷村の姉妹２名の
うちの姉が死亡したことを領主役所に届け出
た。その届書である「乍恐御注進之覚」によ
れば、姉妹は京都に仏参に赴いた帰路にあり、
死亡者は既にその途中で発病していた。同宿
では到着次第に旅宿を用意し、医師による治
療を試みたが落命した。姉妹の風体は「乞食
躰」とあり、十分な費用を準備しないままの
旅行であったと推測できる（25）。
　　　　一札之事
私共儀、今般兄弟連ニて京都へ仏参仕候処、
下向之節、姉とく儀、途中より病気ニ御座
候ニ付、宿々御合力駕籠ニて当駅迄参り候
処、及暮候ニ付、旅宿御願申上候処、被仰
付難有奉存候、然ル処姉儀服薬等御世話被
下候処、療養不相叶、昨七日暮六ツ時相果
申候ニ付、御領主様へ御注進被下候ニ付、
御検使被成御越、死骸御見分被成下候処、
全病死ニ相違無御座候、此上は何卒死骸取
片付候様相頼申上候処、則御当所法泉寺御
焼香被下難有奉存候、右姉とく儀ニ付、少
も故障無御座候、若外より故障之儀申立候
者御座候ハヽ、私罷出急度申明仕、宿御役
人中へ聊御難渋懸ケ申間敷候、為後日一札、
仍而如件、
　　年号月日　青山大蔵少輔領分
　　　　　　　　　美濃国郡上郡ため谷村
　　　　　　　　　　　　　　　とく妹
　　　　　　　　　　　　　　　　き　　よ
　　　赤坂宿
　　　　御役人中
　一人になった妹が、出立にあたり赤坂宿役
人に提出した「一札之事」の写で、この空白
部分には死亡者の所持品を残らず請け取った
旨の一札も書き込まれている。
　　おわりに
　以上、旅行者の行路途中での発病・死亡の
取扱いについて、時期別に検討した。要約を
もって結びとしたい。道中奉行は元禄元年
（１６８８）１０月、発病した場合は宿々か
ら直接、道中奉行へ報告すること。死亡した
場合は領主役所からの報告を義務づけた。治
療については宿々が誠意を尽くすことを求
め、居住地への通知も義務づけた。病気快復
後の出立については旅行者の意志に任せ、そ
の際の報告も義務づけた。同２年３月令では、
前令に基づき道中奉行への報告が急増したこ
とを是正するため、軽度の病気での報告は無
用とし、短期間で快復しない場合か、急病に
限り報告することを求めた。旅行者の居住地
への通知も近距離という制限を付したのであ
る。この後はこの基本政策をはずれた場合を
是正する措置だけを講じている。要は、道中
奉行への報告義務づけ、居住地への制限付き
報告義務づけである。
　享保１８年（１８３３）５月令では、元禄
２年３月令を改定し、発病・死亡時には、距
離に関わりなく居住地へ通知することを義務
づけ、死亡者が身元不明の場合についても規
定した。享保２０年６月令は、旅行者本人、
あるいは関係者による費用弁償が困難な場合
は、規定にしたがった割合負担を命じた。さ
らに社寺参詣を目的とした死亡者の場合に
は、遺体取扱い規定のある書類を所持してい
れば、これまで通り居住地への通知なく埋葬
できることを追認した。要は、居住地への無
制限報告義務づけと死亡者の取扱い規程と費
用弁償の明確化である。
　明和４年（１７６７）１２月令は、道中奉
行が管轄する五街道を含むすべての街道筋に
おける旅行者の発病・死亡に対し、これまで
の規定の遵守を命じることを基本内容とし、
領主役所への報告を中心に据え、五街道につ
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いては道中奉行への報告も義務づけた。そし
て、治療なしでの宿継・村継を禁止した。さ
らに、旅費を使い果たした場合は駕籠を利用
した宿継・村継を要請したが、居住地につい
て虚偽の申告があった場合は、到着地での身
柄確保と訴訟を規定した。宿継・村継途中で
死亡した場合は、死亡して発見した場合と同
様とした。要は、元禄・享保と整備し続けて
きた法体系の完成形である。「往来手形」と
いう語句もはじめて登場した。これ以降、旅
行者の発病・死亡についての法文上の変更は
ない。
　道中奉行は寛政１１年（１７９９）８月と
天保８年（１８３７）５月に関係法令を再達
した。このうち後者の場合は、道中奉行自身
が言明したように天保飢饉による体力不足の
街道利用者の増加に対応したものであった。
享保１８年５月・同２０年６月令について、
五島氏は享保飢饉の影響を指摘している（26）。
天保８年５月令の再達には前例があったこと
になる。
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